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研究成果の概要（和文）：言語横断的な会話文および語彙データベース作成が、本研究の最大の

目的であった。言語によってデータベースの大きさにばらつきは出たものの、多言語間での語

彙や短文の簡易検索や、一部の言語における映像資料との連携などが可能となった。日本では

商業ベースで注目されることが少ない、いわゆる LCTL (Less Commonly Taught Languages)の

外国語教育への応用も含め、これまでにあまり例を見ない使用に耐えるデータベースが構築さ

れ、当初の目的は概ね達成できたと考える。 
 
研究成果の概要（英文）：The main focus of the research is the construction of the database 
in multi languages, especially in the less commonly taught languages in Japan. The 
database of the basic sentences and basic vocabulary in LCTL including Urdu, Thai and 
Arabic etc. was constructed and the basic vocabulary or sentences can be searched between 
any of the two languages with sounds and images, for example, from Thai to Spanish or 
Swahili to Urdu. etc. The database is in the practical use in the classes of the languages 
in the universities. 
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１．研究開始当初の背景 
現代社会において、言語の運用能力を必要

とする場面は非常に多いが、英語などのごく
一部の言語をのぞけば、必ずしも常に言語に
堪能な通訳等が入手可能なわけではない。た
とえば、地震や水害などの自然災害が発生し
た際に、現場へ赴き緊急支援を行うというこ
とを想定した場合、支援者と被災者との間で

のコミュニケーションがスムーズにいかな
いということも少なくない。 
本研究の前段階と位置づけられる挑戦的

萌芽研究（課題番号 19652058、『災害救援者
教育のための多言語会話文・語彙データベー
ス構築に関する基礎的研究』、研究代表者：
堀一成）では、アラビア語、タイ語、ウルド
ゥー語の３言語で、災害救援という限定的な
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場面を想定した語彙や会話文のデータベー
ス構築とそのデータベースを活用するソフ
トウェア開発を行ってきた。ウルドゥー語デ
ータベースについては、2006 年 10 月にパキ
スタン北部で発生した地震をきっかけとし
て、被災者救援に必要な基本語彙や会話文、
またパキスタンに関する基本情報をあわせ
てウェブサイトで公開したことが発端とな
って上記挑戦的萌芽研究に発展した。 

しかし、災害救援に限定すると、どうして
も基礎語彙も会話も偏りが生じるため、また、
せっかくのデータベースの使用範囲が自ず
と限定されてしまうため、本研究では、それ
を拡充するとともに、言語の数についても拡
充することを目指した。日本国内では、商業
ベースに乗りにくい言語への注目度がどう
しても下がることを踏まえ、本研究では、あ
えてそうした言語を中心に各種データベー
スの構築を行うこととし、同時にそのデータ
ベースを外国語教育や異文化理解に応用す
ることを目指すこととした。日本国内ではふ
だん接する機会が少ない言語であるため、可
能な限り、その語彙（および仕草）が指すも
のを理解する一助とすべく、映像や写真など
を用いる必要性もあると考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究は、平成 19 年度科学研究費補助金
（挑戦的萌芽研究）で得られた成果および克
服すべき課題を踏まえ、その研究を発展させ
ることを目的としている。すなわち、各言語
における基礎語彙および基本文データベー
スの構築および拡充である。以下で指摘する
ように、語彙が持つ意味は多岐にわたること
が多く、複数言語間でその意味が一致するこ
とはまれであるが、それでも、似た意味を持
つ語彙が複数言語間で簡易辞書的に得られ
れば、外国語としてその言語を学ぶ際の補助
教材としても活用しうる。その際、本研究で
は、上述のとおり、商業ベースで開発が難し
いと思われるいわゆる Less Commonly Taught 
Languages に焦点を当てる。また、本研究は、
その成果を教育に応用することも目指して
いる。大阪大学外国語学部や、東京外国語大
学をはじめとする、外国語教育の拠点と言え
る場所でのデータベースを活用した教育へ
の応用も目指す。 

上記データベースを効率よく活用するた
めのソフトウェア開発も大きな目的の１つ
である。先述の挑戦的萌芽研究では、被災地
で用いることを想定した簡易翻訳機能を有
するソフトウェアを開発した。本研究におい
ては、簡易翻訳機能は日本語と特定の外国語
間だけでなく、任意の複数言語間での翻訳が
可能なように機能の拡張を目指し、より汎用
性を持たせることを目指す。また、映像や音
声データとの連携も本研究の重要な目的の

１つである。構築されるデータベースは、原
則として随時追加が可能なように、ウェブサ
イト上での公開、使用を前提とするため、そ
の利点を活かすべく映像や写真をはじめと
してマルチメディア素材を含むデータベー
スを構築することとした。 
今さら指摘する必要もないが、研究期間中

療護も、随時データベースは更新し、任意の
複数言語間での辞書として、あるいは各言語
の学習事典的性格を持たせたいと考える。 
 
３．研究の方法 
 本研究の柱は、各言語の会話文、基礎語彙
データベース構築・拡充と、そのデータベー
スを活用するアプリケーション開発である。 
 
（１）データベース構築・拡充 
まず現存しているデータベースがある言

語に限定し、各言語の担当者が、本研究で補
強すべき項目が何かを明確にし、その部分を
重点的にデータベース構築を開始する。日本
語からの訳だけでなく、多言語間の相互変換
をも前提に、基本となる日本語によるデータ
ベースを更新し、各言語担当者がそれに応じ
たデータベースを構築していくという作業
を中心とする。 
既存のデータベースが構築されていない

言語については、既存のデータベースを元に、
対応する語彙、会話文データベースをまず構
築する。その後、その言語に特徴的な、欠か
すことができない文化的な側面等も考慮に
入れつつ、その言語独自のデータベース構築
を目指す。ただし、任意の複数言語間での簡
易辞書機能を活かすため、基礎語彙、基礎会
話文については、可能な限り一対一対応で、
入力を進めていく。 
平成 23 年度以降は、構築したデータベー

スを実践的にさまざまな場面や授業の場で
試用し、本格運用に向けた課題を探り、かつ
その課題克服を目的としてデータベースの
完成度を高めていく。必要に応じて、ネイテ
ィブ・スピーカーからのアドバイスを得、あ
るいは実地での試行を繰り返しながら、実用
的なデータベース構築及びそのデータベー
スを最大限に生かすことができるソフトウ
ェアの改良・開発を行い、より高い完成度を
目指す。また、当初の計画に含まれていなか
った言語についても、可能であればデータベ
ースに含め、データベース全体としての価値
重要性を増すことを考える。 
学習事典としての正確を持たせるため、日

本国内では馴染みのない事物については、そ
の語彙に対応する画像や映像を可能な限り
収集し、見てわかるデータベース構築を目指
す。 
 
（２）アプリケーション開発 



 （１）で構築されたデータベースを、活用
するアプリケーションを開発することは、本
研究の最大の課題である。前出の挑戦的萌芽
研究で、アプリケーションの大枠が完成して
いたため、本研究では、その際課題として残
った、映像・画像データの活用、任意の多言
語間での簡易翻訳機能、非ローマ字言語にお
ける任意のフォントによる表示機能を盛り
込んで、新たなアプリケーションを開発する。 
 
４．研究成果 

我々の研究グループが構築した災害救援
者教育のための言語資源の内容について説
明する。基本的なデータについては、多数の
言語を横断的に検索・比較できるものとなる
よう作成している。これは、言語教育の教材
としてだけでなく、対照言語学・言語類型論
を研究する際の基礎データとして意義もあ
る言語資源としたい、との思いからである。
多言語間の単語や文の対応で、各言語の対象
とする語彙範疇は単純に一対一対応するも
のでないことは明らかであるが、あえて単純
に一対一対応の表形式まとめることで、多言
語間の対応関係調査を容易にするものを提
供できるのではないかと考えている。 

ウルドゥー語資源の規模は、基本的な語彙
文例データが 188 例、救援に際して考えられ
るシチュエーション別に語彙文例を集めた
データが、洪水関係 700 例、伝染病関係 1,125 
例である。データは Excel 表データとして保
存されている。多少の重複データはあるが、
総計 2,013 例の言語データが完成した。基本
語彙・会話の 188 例については、 大阪大学
の外国人特任教員の協力を得て、 発音と発
話に対応するジェスチャーを確認できる MP3 
音声データ、WMV 形式の動画データも作成し
た。 

 
 
 
 
 
 
図１）ウルドゥー語データの一部（元データ
は、エクセルによる） 
 

これらの成果については、以下５．で示し
たとおりの業績・成果として、発表した。 

しかし、これで一連のデータ構築が完成し
たとは考えておらず、今後も引き続き構築さ
れたデータベースを活用することを検討し
ていく予定である。 

以下に、本研究で構築されたデータベース
およびそれを用いた成果の一部を示してお
く。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２）構築された映像データベースの一部。
音声や、図１で示した語彙、会話文データベ
ースと連動している 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３）構築されたデータベースを用いての授
業の一コマ。構築されたデータベースに含ま
れる基礎会話文を用いて応用練習をしてい
るところ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
図４）多言語間での簡易辞書の元となる、語
彙データベースの一部。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５）本研究で開発された、データベースを
利用するためのアプリケーション。画像や映
像も表示することができ、また各言語に固有
のフォントも任意のものを用いることがで
きるようになっている。 
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